
れ
て
き
た
。
そ
の
地
に
咲
く

花
と
能
登
の
自
然
を
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
へ
も
ラ
イ
ブ

配
信
し
た
い
と
い
う
申
し
入

れ
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和

と
安
定
に
も
寄
与
す
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。
有
り
難
い
こ

と
に
ダ
ー
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社
よ
り

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
営
の
申
し

出
を
い
た
だ
い
た
。
わ
た
し

に
と
っ
て
同
社
の
李
斌
社
長

は
防
犯
梁
山
泊
の
同
志
だ
。

そ
の
思
い
の
輪
を
広
げ
る
た

め
に
６
月
６
日
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

の
通
常
総
会
で
は
、
花
植
え

隊
へ
の
心
あ
る
寄
付
を
募
ろ

う
と
思
う
。　
　

願
わ
く
は
、
白
百
合
と
マ

リ
ン
ブ
ル
ー
の
日
本
海
が
映

る
ラ
イ
ブ
映
像
を
皆
で
眺
め

る
こ
と
で
、
平
和
と
安
全
の

有
難
み
を
感
じ
、
そ
の
た
め

に
必
須
と
な
る
文
民
統
制
と

民
主
的
プ
ロ
セ
ス
の
意
義
を

再
確
認
し
た
い
。

（
参
考
例
）

（
注
１
）
詳
し
く
は
「
考
え

る
と
い
う
感
覚
／
思
考
の
意

味
」
68
頁
参
照　

著
：
マ
ル

ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル 

講
談
社

選
書
メ
チ
エ
を
参
照
く
だ
さ

い
。

（
注
２
）
小
説
『
水
滸
伝
』

に
登
場
す
る
１
０
８
人
の
好

漢
が
集
う
砦
の
こ
と
。
日
本

で
は
「
梁
山
泊
」
は
有
志
の

砦
を
意
味
す
る
代
名
詞
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

明
治
初
期
、
大
隈
重
信
の
私

邸
に
は
井
上
馨
、
伊
藤
博
文

ら
若
手
官
僚
が
集
ま
り
政
談

に
ふ
け
っ
た
た
め
、「
築
地

梁
山
泊
」
と
呼
ば
れ
る
。
手

塚
治
虫
、
藤
子
不
二
雄
（
藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
、
藤
子
不

二
雄
Ａ
）、
赤
塚
不
二
夫
、
石

ノ
森
章
太
郎
ら
が
住
ん
で
い

た
ト
キ
ワ
荘
が
「
マ
ン
ガ
梁

山
泊
」
と
呼
ば
れ
、
平
塚
ら

い
て
う
、
な
ど
が
著
名
な
青

鞜
も
「
女
梁
山
泊
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。

（
注
３
）
日
頃
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
行
政
・
小
売

業
ユ
ー
ザ
ー
様
及
び
報
道
機

関
の
皆
様
は
第
３
部
意
見
交

換
会
が
ご
招
待
と
な
り
ま

す
。

の
一
般
市
民
か
ら
の
浄
財
で

運
営
す
べ
き
で
あ
る
。
過

去
、
重
要
な
方
向
性
に
関
し

て
は
民
間
側
の
意
見
を
ま
と

め
、
何
回
も
建
議
提
言
を
や

っ
て
き
た
。
そ
れ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
矜
持
で
あ
る
。

そ
の
心
の
水
底
に
流
れ
て

い
る
の
は
、
現
場
視
点
で
あ

る
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
ロ
ス
対
策

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
の
現

場
を
支
え
る
の
が
使
命
で
あ

り
、
万
防
機
構
は
小
売
業
や

地
域
の
視
点
で
万
引
を
発
端

と
す
る
犯
罪
を
抑
止
す
る
社

会
的
使
命
で
あ
る
。

現
在
、
防
犯
だ
け
で
な
く

防
災
や
災
害
復
興
に
お
い
て

も
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
や
サ
ー
マ

ル
カ
メ
ラ
や
顔
認
証
な
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
活
用

が
進
ん
で
い
る
。
防
犯
の
出

来
て
い
な
い
施
設
は
防
災
も

不
備
が
目
立
つ
こ
と
が
多

い
。
防
犯
と
防
災
は
表
裏
一

体
で
あ
り
、
一
方
の
改
善
が

進
め
ば
相
乗
効
果
で
も
う
一

方
の
改
善
が
進
む
。
米
国
の

小
売
業
の
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
は
、
防
災
面
の
活

動
が
多
く
含
ま
れ
る
の
は
包

括
的
対
策
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
証
だ
と
思
う
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
個
人
情
報
保

護
指
針
や
総
会
の
議
案
書
な

ど
の
公
式
書
類
に
は
「
～
防

犯
民
主
主
義
実
現
に
向
け
て

～
」
の
テ
ー
ゼ
が
刻
ま
れ
て

い
る
が
、
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
重
要
性
の
高
ま
り

の
な
か
、
今
後
は
ど
こ
か
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
皆
の
了
解
を

得
て「
～
防
犯
＊
防
災 

民
主

主
義
実
現
に
向
け
て
～
」（
仮

称
）
に
変
更
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

結
び
に
な
る
が
、
能
登
半

島
地
震
及
び
水
害
の
復
興
支

援
「
被
災
地
に
花
を
咲
か
そ

う 

花
植
え
隊
」
に
、Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
と
し
て
も
協
力
す
る
方
向

で
進
め
て
い
る
。
能
登
の
さ

ら
地
に
戻
さ
れ
た
人
家
の
跡

に
白
百
合
な
ど
の
花
々
を
植

え
る
こ
と
は
、
さ
り
げ
な
く

復
興
を
後
押
し
す
る
か
も
し

れ
な
い
価
値
あ
る
こ
と
だ
と

思
う
。
古
来
よ
り
能
登
は
中

国
大
陸
と
の
貿
易
の
拠
点
が

あ
り
、
交
流
・
交
易
が
な
さ

が
開
催
さ
れ
た
。
土
井
隆
義

教
授
、
加
藤
和
裕
委
員
長
、

光
眞
章
委
員
長
や
佐
々
木
久

美
子
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
９
名
が
参
加
し
た
。
現
状

の
青
少
年
の
万
引
の
背
景
に

は
学
校
や
地
域
社
会
や
家
族

か
ら
の
孤
立
が
あ
り
、
放
置

し
て
い
る
と
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
、
さ
ら
に
は
闇
バ
イ
ト
な

ど
の
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ

ル
ー
プ
（
ト
ク
リ
ュ
ウ
）
の

犯
罪
の
温
床
に
な
っ
て
い
く

こ
と
へ
の
議
論
が
な
さ
れ

た
。
不
登
校
者
の
数
や
青
少

年
の
自
殺
数
が
増
加
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

配
布
の
検
討
、
中
学
生
の
デ

ザ
イ
ン
を
従
来
の
制
服
か
ら

私
服
に
変
更
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
土
井
教
授
か
ら

は
子
供
達
の
環
境
の
変
化
す

る
状
況
に
合
わ
せ
内
容
の
見

直
し
が
必
要
と
の
ご
示
唆
が

あ
り
、
事
務
局
か
ら
は
マ
ン

ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
関
連

す
る
方
々
と
の
対
話
に
力
点

を
置
き
た
い
旨
の
決
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

両
委
員
会
と
も
、
文
民
統

制
と
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
重

視
し
、
つ
ね
に
現
場
か
ら
の

意
見
を
も
と
に
内
容
が
精
査

さ
れ
て
い
る
。

内
な
る
文
民
統
制
・
思
い
よ

届
け
白
百
合
の
花

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
話
だ

が
、
解
決
策
に
困
窮
す
る

と
、誰
か
が「
国
会
議
員
の
○

○
先
生
に
頼
め
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
」、さ
ら
に
行
き
詰

ま
る
と
「
力
の
あ
る
組
長
に

で
も
頼
み
た
く
な
る
」
な
ど

と
口
走
る
シ
ー
ン
に
今
で
も

遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
当

た
り
前
の
こ
と
だ
が
暴
力
団

な
ど
の
反
社
会
勢
力
の
付
き

合
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
冗
談
で
も
口
に
し
て
は

な
ら
な
い
。
国
会
議
員
と
は

多
少
の
交
流
は
あ
る
が
、
何

か
の
便
宜
を
依
頼
し
た
こ
と

は
無
い
。
但
し
、
現
状
の
問

題
点
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
資
料
提
供
を
し
た

り
、
情
報
提
供
の
一
環
で
総

会
に
お
招
き
し
た
り
す
る
。

我
々
の
活
動
に
官
尊
民
卑

の
視
点
は
存
在
し
な
い
。
大

切
な
こ
と
は
民
意
を
も
っ
て

政
治
を
動
か
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
工
業
会

と
し
て
必
要
な
こ
と
は
関
係

者
の
意
見
を
ま
と
め
、
書
面

に
し
て
監
督
官
庁
と
交
渉
し

て
い
る
。 　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
案
件
で
対

象
と
な
る
企
業
か
ら
資
金
提

供
を
受
け
て
は
い
け
な
い

し
、
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
か
ら
資

金
や
人
的
支
援
を
受
け
て
は

い
け
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も

の
の
陰
に
頼
る
こ
と
な
く
、

僅
か
か
も
し
れ
な
い
が
多
く

い
盗
品
が
継
続
的
に
売
り
さ

ば
か
れ
て
い
る
事
案
の
実
態

と
今
後
の
対
処
が
話
し
合
わ

れ
た
。
事
務
局
か
ら
は
「
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
５
月
13
日
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
案
内
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
法

務
６
月
」
に
掲
載
さ
れ
た
弊

方
の
記
事
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ

ー
タ　

新
し
い
利
活
用
の
法

律
問
題
第
５
回　

顔
識
別
機

能
付
き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
利

用
の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
号
で

は
、
他
に
「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
法
律
相
談　

第
２
回
個
人
情
報
保
護
法
①

　

個
人
情
報
該
当
性
と
利
用

目
的
規
制
な
ど
」
な
ど
興
味

深
い
内
容
が
あ
り
、
今
後
も

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
は
継
続
的
に

購
入
し
た
い
と
思
う
。

二
つ
目
の
会
議
と
し
て
第

二
回
全
国
中
学
校
向
け
「
壁

新
聞
」及
び「
保
護
者
用
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
」
の
編
集
委
員
会

５
月
１
日
以
外
に
な
か
っ
た

の
で
、
重
要
な
二
つ
の
会
議

を
こ
の
日
に
万
防
機
構
は
開

催
し
た
。

一
つ
目
の
会
議
と
し
て
第

16
回
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

用
検
証
委
員
会
が
午
前
中
に

行
わ
れ
た
。
板
倉
陽
一
郎
弁

護
士
、 

坂
下
哲
也
様
、
篠
原

治
美
様
、星
周
一
郎
教
授
、万

防
機
構
の
竹
花
豊
会
長
、
対

象
店
舗
の
方
々
や
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
事
務
局
な
ど
21
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会

議
の
中
で
は
、
顔
識
別
機
能

付
き
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
再

犯
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
、
情
報
共
有
の
地
域
の
拡

大
、
フ
リ
マ
ー
ア
プ
リ
を
使

部
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
陣
を
紹

介
し
た
い
。

多
く
の
小
売
チ
ェ
ー
ン
の

幹
部
の
皆
様
に
加
え
、
経
産

省
、
総
務
省
、
国
交
省
、
個

人
委
、
警
察
出
身
の
元
法
務

大
臣
な
ど
の
幅
広
い
皆
様
が

臨
席
さ
れ
る
。
防
犯
民
主
主

義
実
現
の
旗
の
下
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
会
員
以
外
を
含
め
、
本
紙

読
者
の
皆
様
の
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
る
。

※
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
一
覧
と

通
常
総
会
案
内
は
工
業
会
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ジ

の
「
２
０
２
５
・
４
・
25
」

に
あ
り
ま
す
。

大
プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
概
要

申
込
み
サ
イ
ト

５
月
１
日
の
万
防
機
構
の
二

つ
の
会
議

連
休
の
さ
な
か
で
は
あ
っ

た
が
、
皆
が
集
ま
れ
る
日
が

日
（
月
）
に
そ
の
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
の
社
名
と
氏
名
が
公
表

さ
れ
た
。「
真
の
防
犯
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
の
５
つ
の

審
査
項
目
で
金
賞
、
銀
賞
、

ユ
ー
モ
ア
賞
が
選
ば
れ
る
。

審
査
員
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
の

ご
担
当
、
も
の
つ
く
り
大
学

教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
の
井
坂

康
志
教
授
な
ど
に
お
願
い
し

た
。
ど
れ
も
関
心
の
高
い
テ

ー
マ
で
あ
る
。

公
平
性
と
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
、
会
場
参
加
者
の

拍
手
も
審
査
の
加
点
に
し
た

い
と
思
う
。
ま
る
で
ス
イ
ス

の
直
接
選
挙
制
度
の
よ
う

に
、
会
場
参
加
者
に
は
審
査

に
我
が
こ
と
の
よ
う
に
参
画

し
て
も
ら
い
た
い
。　

な
お
、
第
１
部
通
常
総
会

と
第
２
部
大
プ
レ
ゼ
ン
大
会

の
参
加
は
無
料
で
、
し
か
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き

る
。
第
３
部
の
意
見
交
換
会

は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

で
、
参
加
費
は
４
千
円
（
注

３
）
と
な
っ
て
い
る
。
誰
も

が
安
全
・
安
心
を
享
受
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う

防
犯
民
主
主
義
の
理
念
を
軸

に
、
総
会
イ
ベ
ン
ト
を
皆
で

楽
し
く
学
べ
る
場
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
新
た
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
会

員
と
な
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

（
株
）
Ａ
Ｉ
映
像
サ
ー
ビ
ス

我
々
は
こ
の
よ
う
な
提
案

を
継
続
し
て
き
た
。
結
果
と

し
て
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
Ｅ
Ａ
Ｓ

機
器
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
工
業

会
と
し
て
経
済
産
業
省
よ
り

指
定
を
受
け
て
今
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
は
防
犯
面
の
文
民
統
制
を

担
う
機
関
で
も
あ
る
。
国
が

方
針
を
示
せ
な
い
時
は
、
ま

ず
我
々
が
素
案
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
を
冊
子
と
い
う
形
式

で
発
表
し
て
き
た
。

ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
い
話

だ
が
、
防
犯
の
前
線
で
、
酔

っ
て
砂
上
に
伏
そ
う
と
す
る

時
、「
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
防
犯
の

梁
山
泊
（
注
２
）
で
あ
り
た

い
。」と
口
走
っ
て
し
ま
う
の

が
愉
快
な
仲
間
達
の
悪
い
癖

で
あ
る
。

https://www.ppc.go.jp/
files/pdf/20220414_shiry
ou-4.pdf

６
月
６
日
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
大
プ

レ
ゼ
ン
大
会
の
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
が
決
ま
る

令
和
7
年
度
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
通

常
総
会
は
６
月
６
日
（
金
）

の
13
：
30
よ
り
主
婦
会
館
プ

ラ
ザ
エ
フ
に
て
開
催
さ
れ

る
。
15
：
00
か
ら
の
第
２
部

は
会
員
各
社
の
15
分
プ
レ
ゼ

ン
提
案
の
大
会
、『
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ　

２
０
２

５
』
を
実
施
す
る
。
４
月
28

在
の
見
直
し
の
方
向
性
、
さ

ら
に
は
当
工
業
会
の
考
え
る

新
た
な
情
報
共
有
等
の
ス
キ

ー
ム
を
関
係
各
位
と
共
有

し
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
読
者
に
こ
の
新
聞

が
届
く
こ
ろ
に
は
セ
ミ
ナ
ー

は
終
了
後
し
て
い
る
。
ラ
イ

ブ
視
聴
で
き
な
か
っ
た
希

望
者
に
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
視
聴
を
さ
れ
た
い
方
は

JEAS

ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ジ（ht

tps://www.jeas.gr.jp/news.
html

）
の2025.5.14

に
「
ア

ー
カ
イ
ブ
動
画
の
視
聴
方

法
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
。認

定
個
人
情
報
保
護
団
体

の
担
当
と
し
て
、
法
を
順
守

す
る
こ
と
は
第
一
義
と
考
え

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
上
位
に

位
置
す
る
の
が
、
法
の
改
正

時
に
そ
の
民
主
的
プ
ロ
セ
ス

に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
際
、
必
要
と
さ
れ
る
内

容
や
考
え
を
法
に
織
り
込
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
提
案
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。
い
ま
ま
で

も
そ
の
よ
う
な
現
場
目
線
の

提
案
を
行
っ
て
き
た
し
、
今

後
も
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
各
委
員
会

が
有
機
的
に
活
動
す
る
こ
と

で
遅
滞
な
く
提
案
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
次
の
リ
ン
ク

は
過
去
の
提
案
例
で
あ
る
。

５
月
13
日
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
主
催

の
個
情
法
改
正
に
向
け
て
の

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

３
月
27
日
（
木
）
に
、
個

人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局

主
催
の
「
認
定
個
人
情
報
保

護
団
体
及
び
対
象
事
業
者
向

け
合
同
連
絡
会
」
が
開
催
さ

れ
、
制
度
的
な
論
点
の
再
整

理
や
想
定
さ
れ
る
具
体
的
な

規
律
の
方
向
性
に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
の
示
唆
が
あ

っ
た
。
そ
の
説
明
を
拝
察

し
、
今
後
、
物
理
的
、
ソ
フ

ト
的
な
ど
の
安
全
管
理
措
置

が
担
保
さ
れ
れ
ば
、
個
人
情

報
の
利
活
用
が
特
定
分
野
、

特
に
防
犯
分
野
に
お
い
て
加

速
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
防
犯
カ
メ
ラ

や
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
工
業

会
及
び
認
定
個
人
情
報
保
護

団
体
で
あ
る
。
そ
の
責
務
を

も
っ
て
個
人
情
報
保
護
法
を

見
直
し
し
、
地
域
社
会
や
産

業
発
展
に
と
っ
て
有
益
な
も

の
に
し
た
い
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
改
正
前
に
、
必

要
な
意
見
を
提
言
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回

の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
先
輩
認

定
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
の
坂
下
常
務
理
事
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
戴
き
な
が
ら
、
現

案
書
や
大
プ
レ
ゼ
ン
大
会
な

ど
の
準
備
の
状
況
を
確
認
し

た
。
合
計
32
名
（
会
場
22
名

　

オ
ン
ラ
イ
ン
10
名
）
が
参

加
、
17
時
15
分
か
ら
の
意
見

交
換
会
に
は
13
名
が
参
加
し

た
。
万
防
機
構
の
樋
口
理
事

長
も
石
原
警
部
も
勉
強
会
だ

け
で
な
く
意
見
交
換
会
に
も

臨
席
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
メ
ン

バ
ー
と
積
極
的
な
意
見
を
交

換
さ
れ
て
い
た
。

（
右
）
勉
強
会
の
様
子

（
左
）
新
た
な
店
頭
告
知

表
示
例

４
月
24
日
の
第
1
回
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
理
事
会
・
勉
強
会
の
様
子

４
月
24
日
（
木
）
令
和
７

年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
６
月
６
日
の
通
常
総

会
の
人
事
案
件
と
内
容
や
新

し
い
店
頭
告
知
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
承

認
を
行
っ
た
。
拡
大
15
分
勉

強
会
は
警
察
庁
指
定
広
域
技

能
指
導
官
（
窃
盗
犯
捜
査
部

門
）
兼
岐
阜
県
警
察
本
部
刑

事
部
捜
査
第
三
課
警
部
の
石

原
庸
祐
様
よ
り
最
新
の
対
策

情
報
（
重
要
万
引
き
事
案
と

セ
ル
フ
レ
ジ
不
正
事
案
）
を

ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
一
件

あ
た
り
の
被
害
額
が
外
国
人

に
よ
る
犯
行
は
日
本
人
の
そ

れ
よ
り
８
倍
で
あ
る
こ
と
、

背
景
に
あ
る
国
際
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
実

態
、
指
紋
の
活
用
な
ど
の
か

な
り
突
っ
込
ん
だ
捜
査
手
法

の
た
め
、
配
布
資
料
は
無
し

と
し
た
。
議
事
と
し
て
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
会
員

企
業
各
社
の
貢
献
状
況
、
６

月
６
日
に
開
催
す
る
令
和
７

年
度
第
24
期
の
通
常
総
会
議

関
心
は
観
光
の
目
玉
に
し
た

い
パ
ン
ダ
の
誘
致
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
資
金

が
必
要
で
あ
る
が
、
防
犯
対

策
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
住
民

が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
よ
う

に
は
到
底
思
え
な
い
。
過
去

の
成
功
体
験
に
固
執
し
、
今

の
実
情
を
見
よ
う
と
し
な
い

人
間
が
い
る
が
、
今
回
も
そ

の
範
疇
だ
と
思
う
。

ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
で
は
事
故

が
起
こ
っ
て
も
解
決
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
住
民
の
安
全

安
心
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ

が
ダ
ミ
ー
で
も
良
い
。
そ
れ

よ
り
も
パ
ン
ダ
の
誘
致
を
望

ん
で
い
る
首
長
が
い
る
。
そ

の
首
長
の
再
選
を
決
め
る
の

は
、
選
挙
で
あ
る
。
専
制
主

義
で
は
こ
の
よ
う
な
首
長
を

排
除
で
き
な
い
。
民
主
主
義

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ど
ち
ら

を
優
先
す
べ
き
か
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
住
民
主
体

の
民
主
主
義
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
。

ち
な
み
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は

ダ
ミ
ー
製
品
の
利
用
を
厳
し

く
戒
め
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー

だ
け
で
な
く
行
政
に
も
呼
び

掛
け
て
い
る
。
そ
の
案
内
の

一
部
を
貼
付
す
る
。
全
体
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て

ほ
し
い
。

文
民
統
制
と
民
主
主
義
を
考

え
る
身
近
な
例

一
部
分
か
ら
批
判
め
い
た

こ
と
を
主
観
的
に
主
張
す
る

こ
と
は
客
観
的
な
結
果
に
つ

な
が
ら
な
い
が
、
思
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
今
回
は
そ
の
禁

を
や
ぶ
り
、
あ
え
て
文
民
統

制
と
民
主
主
義
を
考
え
る
身

近
な
例
に
言
及
し
た
い
。

警
察
学
校
に
入
校
す
る
期

間
は
採
用
区
分
に
よ
っ
て
異

な
る
。
高
卒
区
分
は
10
カ

月
、
大
卒
区
分
は
６
カ
月
の

期
間
を
警
察
学
校
で
過
ご
す

こ
と
に
な
る
。
数
年
前
に
高

卒
区
分
の
警
察
学
校
の
入
校

式
に
立
ち
会
っ
た
際
に
、
警

察
本
部
長
の
祝
辞
で
「
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
は
６
カ
月
の
期

間
を
警
察
学
校
で
学
ぶ
こ
と

に
…
。
県
民
よ
り
期
待
さ
れ

模
範
と
な
る
…
」
と
挨
拶
し

た
。
そ
れ
に
続
く
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
公
安
委
員

長
が
「
先
ほ
ど
の
挨
拶
で
６

カ
月
の
期
間
と
あ
り
ま
し

た
が
、
10
カ
月
か
と
思
い

ま
す
。」
と
訂
正
さ
れ
た
上

で
、「
ま
ず
は
温
か
な
人
に

な
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

に
笑
顔
の
挨
拶
を
…
」
と
い

う
思
い
や
り
の
あ
る
話
を
さ

れ
皆
を
な
ご
ま
せ
た
。
情
け

な
い
話
だ
が
本
来
こ
の
よ
う

な
訂
正
は
司
会
な
ど
の
幹
部

が
行
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
出
来
て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
文
民
統
制

の
責
任
者
と
し
て
、
公
安
委

員
長
が
訂
正
さ
れ
た
の
だ
。

さ
ら
に
残
念
な
の
は
、
そ
の

後
、
本
部
長
か
ら
訂
正
に
関

し
て
の
お
詫
び
や
公
安
委
員

長
へ
の
感
謝
の
弁
が
な
か
っ

た
こ
と
だ
。
硬
直
化
し
た
キ

ャ
リ
ア
制
度
の
悪
し
き
一
面

を
み
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

関
連
し
て
、
こ
の
警
察
本

部
で
は
犯
罪
抑
止
の
施
策
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

新
た
な
知
事
に
お
願
い
し
た

が
、
予
算
が
足
り
な
い
の
で

一
部
は
ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
に
し

た
ら
ど
う
か
と
知
事
か
ら
返

答
さ
れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
県

は
人
口
あ
た
り
の
犯
罪
率
が

つ
ね
に
ワ
ー
ス
ト
の
上
位

で
、
も
っ
と
も
住
み
た
く
な

い
県
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
知
事
の
現
在
の

客
観
性
の
哲
学
　（
注
１
）

私
が
思
い
違
い
を
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
、い
や
、そ

う
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
考
え
を
、
客
観
性
の

哲
学
と
い
う
。
客
観
性
と
は

思
い
違
い
を
す
る
有
無
を
示

す
指
標
で
あ
る
。
客
観
性
と

は
ど
こ
か
と
ん
で
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
眺
め
て
、
完
全
に

中
立
的
な
立
場
か
ら
現
実
を

把
握
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

実
態
は
正
反
対
で
、
客
観
性

の
本
質
の
中
に
主
観
性
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
主
観
性

と
は
我
々
が
思
い
違
い
を
す

る
仕
方
の
こ
と
で
、
我
々
が

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
思
い
違

い
を
す
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
私
に
つ
い
て
の
何
か
を

示
し
て
お
り
、
そ
の
何
か
を

知
覚
や
思
考
か
ら
判
断
す
る

の
が
客
観
性
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
主
観
性
が
な
け

れ
ば
、
客
観
性
は
存
在
し
な

い
。
知
覚
は
客
観
的
で
は
な

い
と
信
じ
込
ん
で
い
る
人
が

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人

は
、
客
観
性
の
概
念
を
ど
こ

か
手
の
と
ど
か
な
い
遠
く
に

存
在
し
て
い
る
概
念
だ
と
思

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
む
し

ろ
、
客
観
性
と
は
感
覚
の
よ

う
な
対
象
を
う
ま
く
捉
え
た

り
捉
え
そ
こ
な
っ
た
り
す
る

能
力
の
あ
る
と
こ
ろ
に
存
在

す
る
。
我
々
の
知
覚
は
疑
い

な
く
主
観
的
で
あ
り
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
客
観
性
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
連

載
で
は
、
我
々
の
日
々
の
活

動
の
な
か
に
、
内
な
る
文
民

統
制
と
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
、
内

な
る
客
観
性
の
観
点
で
綴
る

と
す
る
。

結
び
に
付
記
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
そ
の
内
な
る
客

観
性
の
存
在
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
た
ま
だ
見
ぬ
能
登
の
白

百
合
の
花
と
梁
山
泊
の
よ
う

な
好
漢
た
ち
に
感
謝
し
な
が

ら
。

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
18
）

内
な
る
文
民
統
制
・
思
い
よ
届
け
白
百
合
の
花

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）


